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JENESYS2018 ASEAN 招へいプログラム第 3陣の記録 

スポーツ交流（水泳） 対象国：カンボジア 

 

１．プログラム概要 

 対日理解促進交流プログラム「JENESYS2018」の一環として、カンボジアより高校生

等 20 名が 2018 年 9 月 25 日～10月 2 日の日程で来日しました。 

一行は、「スポーツ交流（水泳）」をテーマに、東京都、徳島県を訪問し、日本理解

講義の聴講、水泳関連施設の視察、教育機関等での日本人との水泳の合同練習をしま

した。また、ホームステイ、関係者や地域の人々との交流会を通じて、日本人や日本

についての理解を深め、友情を育みました。帰国前の報告会では、各々の関心事項や

体験について SNS を通じて対外発信を行うこと、及び訪日経験を活かした帰国後のア

クション・プラン（活動計画）について、発表しました。 

 

【参加国・人数】カンボジア 20 名 

【訪問地】東京都、徳島県 

 

２．日程  

9月25日（火） 来日、【オリエンテーション】 

9月26日（水）【テーマ関連の視察】東京辰巳国際水泳場 

【スポーツ交流】東海大学水泳部での合同練習 

9月27日（木） 東京都から徳島県へ移動 

【表敬訪問】徳島県庁 

【スポーツ交流】徳島市内の水泳選手との合同練習 

9月28日（金）【日本理解講義の聴講】「効果的・効率的な水泳練習について」 

講師：一般社団法人徳島県水泳連盟 岡田企画（OKSS）竹林 義浩氏 

【学校交流】徳島県立徳島商業高等学校 

【ホームステイ】於：徳島市 

9月29日（土）【ホームステイ】、【地域住民・関係者との歓送会】 

9月30日（日）【ワークショップ（報告会準備）】、※台風の影響でホテル待機 

10月1日（月）【視察】ひょうたん島クルーズ、徳島市 

徳島県から東京都へ移動  

※台風の影響でフライト変更・成果報告会は中止 

10月2日（火） 帰国 
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３．プログラム記録写真  

 

9 月 25 日【オリエンテーション】 
9月26日【テーマ関連の視察】  

東京辰巳国際水泳場 

9 月 26 日【スポーツ交流】 東海大学水泳部での合同練習 

  

9 月 27 日【表敬訪問】徳島県庁 
9 月 27 日【スポーツ交流】 

徳島市内の水泳選手との合同練習 

  

9 月 28 日【日本理解講義の聴講】効果的・効率的な水泳練習について 

講師：一般社団法人 徳島県水泳連盟、岡田企画（OKSS）株式会社 



3 

竹林 義浩氏 

  

9 月 28 日【学校交流】 

徳島県立徳島商業高等学校 

9 月 29 日 

【地域住民・関係者との歓送会】 

    

9 月 30 日【ワークショップ（報告会準備）】 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ カンボジア学生 

私にとってこの度の訪日は、日本の礼儀、言葉の使い方、生活様式、文化習慣、美味 

しい食事などが深く心の中に刻み込まれました。日本滞在中におけるホームステイでは 

各選手がそれぞれの家族のところへ赴き、ホストファミリーと貴重な時間を共に過ごす 

ことができました。ホストファミリーは、母国の両親ではありませんが、溢れる笑顔と 

温かく受け入れて自分の子どもの様に扱ってくださいました。一泊と言う短い時間でし 

たが、忘れることのできない思い出となりました。帰国してホストファミリーと離れま 

すが、一緒に過ごす楽しさを胸に、再会できることを期待して再び訪日を目指します。 

◆ カンボジア学生 

訪日できるというチャンスを得ることができてうれしく思うと同時に学校交流やホー

ムステイプログラムを通じて日本に関する理解を一層深めることができました。ホーム

ステイ先では靴の脱ぎ方、座り方、食事の食べ方など学ぶことができました。短い時間

でしたが、楽しさが溢れ、忘れることのできない思い出となりました。再来日の機会を

得るため日本留学を目指したいと思います。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ホストファミリー 

明るく礼儀正しい青年達のおかげで、大変楽しい受入になりました。今回は台風の影 

響で 1 泊しかない短い時間でしたが、夜はトランプゲームをしたり、タブレット翻訳 

機を使い、いろいろな話をしたりと、有意義な交流ができたと思います。青年達が是 
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非、東京オリンピックで活躍することを願っています。 

◆日本人学生 

最初の出迎えの時、初めて国境を越えた人と出会って、すごくどきどきしていまし 

た。そのあと、選手とお昼ご飯を食べて、緊張しすぎて最初はなかなか話しかけるこ 

とができませんでした。私は、英語があまり話せないので、本当にどうすれば良いか 

分かりませんでした。でも、ジェスチャー付きで英語で話しかけてくれたり、頑張っ 

て「にほんご会話帳」で日本語を調べてくれて、話しかけてくれました。選手の方々 

の優しさに感動して、鳴門金時が大好きな選手の方がいたので、鳴門金時をおすそ分 

けしたら、パンをいただいたのですごく嬉しかったです。 

◆日本人学生 

私は初めて、カンボジアの伝統料理である「チャートロアップ」や「ミ―チャー」を 

作り、カンボジア水泳連盟の方に出した時、日本語で「美味しい！」と言ってくれて 

カンボジアの選手が笑顔になってくださって本当にうれしかったです。これからカン 

ボジアの活動を続ける中で、今回のことを弾みにし私たちにできることを精いっぱい 

頑張り、また次の世代へ繋いでいきたいと考えています。 

 

６．参加者の対外発信  

  

東京辰巳国際水泳場を訪問しました。

2020 年東京夏オリンピック水泳会場の準

備が着実に進んでいます。 

徳島商業高等学校を訪問しました。訪日

できましたこと大変嬉しく思います。徳

島では心温まる歓迎とおもてなしを受け

て嬉しく思うと同時に感動しました。 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表  

 日本滞在を通じて得られた体験を活かし、日本の

思い出である家庭の清潔さのあり方や、日本人の

交通ルールに関するマナー、日本の大学で合同習

得した水泳の技とトレーニングの技、両国の違い

などにつき、後輩を始め、親戚や知り合い、他の

カンボジア人に発信したいと思います。 

※台風の影響で報告会は中止のため、ワークショップでの取纏発表内容を掲載。 


